
自分で作る平安時代 

 仁明   

承和の変 

恒貞親王廃太子 

伴健岑･橘逸

勢失脚 

 

 

 

 

 冷泉 

安和の変 

源高明左遷 

(醍醐の子) 

摂関常置に 

 

 

 

 鳥羽 

堀河の子        

白河院政     

成功･重任       

平忠盛重用 

八条女院領 

 

 

 

 文徳 

良房、太政大臣 

良房の圧力 

惟喬親王を太子に

できず(清和が皇

太子) 

 

 

 

 円融 

兼通 vs兼家 

尾張国郡司 

百姓等解文 

→元
もと

命
なが

解任 

 

 

 

 崇徳 

鳥羽院政 

保元の乱 

頼長(摂関家) 

為義･為朝(源氏) 

平忠正(平氏) 

淡路に配流 

 

 

清和 

9歳で即位 

→良房が摂政 

応天門の変 

伴善男失脚 

→良房正式摂政 

『令集解』 

貞観格式 

 

花山 

策謀で出家 

 

 

 

 

 

 

近衛 

早世 

 

 

   

 

 

 

 

 陽成 

基経が摂政 

粗暴→廃位 

 

 

 

 

 

 

 一条 

藤原道長 

中宮定子 

清少納言 

中宮彰子 

紫式部 

国風文化 

 

後白河 

平治の乱 

義朝･藤原信頼 

vs平清盛･信西 

頼朝伊豆流罪 

清盛太政大臣 

梁塵秘抄 

 

 

 光孝 

55歳で即位 

基経を関白 

若菜摘む 

皇子全員非皇族 

(臣籍降下) 

 

 

 

 三条 

後三条祖父 

道長の圧力 

→退位 

 

 

 

 

二条･六条 

後白河院政 

早世 

 

 

 

 

 

 

 宇多 

基経関白 

阿衡の紛議 

菅原道真を 

蔵人頭に重用 

遣唐使中止 

滝口の武者 

(武士の活用) 

 

後一条 

後朱雀 

後冷泉 

道長外祖父 

刀伊の入寇 

前九年合戦 

平忠常の乱 

1052末法元年 

高倉･安徳 

後白河院政 

平徳子 

平家納経 

鹿ケ谷の陰謀 

以仁王令旨 

福原京遷都 

富士川の戦 

   

 醍醐 

左大臣時平 

菅原道真左遷 

延喜の荘園整理令

(最後の班田) 

意見封事十二箇条 

延喜格式 

古今和歌集 

 

 後三条 

摂関非外戚 

記録荘園券契所 

延久の荘園整理令

大江匡房 

宣旨枡制定 

 

 

後鳥羽 

壇の浦の戦 

(安徳入水) 

新古今和歌集 

西面の武士 

義時追討の院宣 

(承久の乱 ) 

隠岐に配流 

 

 朱雀  

忠平摂政 

平将門の乱 

vs藤原秀郷 

藤原純友 

vs源経基 

空也(市聖) 

末法思想 

 

 白河 

後三年合戦     

藤原清衡      

北面の武士 

僧兵の強訴 

法勝寺     

熊野詣･高野詣 

 

土御門･順徳 

父後鳥羽の 

倒幕を補佐 

順徳→佐渡 

土御門→土佐 

 

 

    

 

 村上 

天暦の治 

乾元大宝 

天徳歌合せ 

 

 

 

 

 

 堀河 

白河院政     

尊勝寺 

(六勝寺の二) 

知行国制度 

早世 

 

 

 仲恭 

承久の乱      

→廃帝(3歳) 

後鳥羽の血を引か

ない後堀河に譲位 

六波羅探題 


